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(“Takebashi” Station on Tozai Subway Line)The National Museum of Modern Art, Tokyo

12:30〜16:30

⾦融危機と政権交代が⾏われ
た近年の東アジアの諸国では
20 世紀末に盛んだったジェン
ダー公正な政策の取り組みに
新たな課題が⽴ちはだかって
いる。本シンポジウムでは韓国、
台湾、ベトナムからジェンダー
と政治を専⾨にし、ジェンダー
主流化を進める実践的ポリ
ティクスに貢献してきた専⾨家
をお招きし、⽇本の研究者、
⼥性運動家、政策担当者らと
ともにこれまでの成果を点検
する。さらに、近年経済危機
や保守政権のもとで⼥性たち
が直⾯している新たな課題に
ついて互いに理解を深め、学
び合うことを⽬的とする。

Maho Laplante, “New York series”

伊⽥久美伊⽥久美⼦ Ida, Kumiko
（⼤阪府⽴⼤学 Osaka Prefecture University）

申 琪榮申 琪榮 Shin, Ki-young （お茶の⽔⼥⼦⼤学 Ochanomizu University）

（お茶の⽔⼥⼦⼤学 Ochanomizu University）
⾜⽴眞理⾜⽴眞理⼦ Adachi, Mariko

⿈ ⻑玲⻑玲 Huang, Chang-Ling（國⽴臺灣⼤學 Taiwan National University）

「不安定な連携：台湾の保守政権とジェンダー主流化」
“Uneasy Alliance: Gender Mainstreaming under the Conservative Government in Taiwan”

⾦ 京姫京姫 Kim, Kyeong-Hee（韓国 中央⼤學校 Chung-Ang University, Korea）
「ジェンダー主流化再考：韓国を例として」“Rethinking Gender Mainstreaming: South Korean Case”

三浦ま三浦まりMiura, Mari（上智⼤学 Sophia University）

「新⾃由主義と⺟親：2000 年以降の⽇本の労働・家族政策」
“Neoliberal Motherhood: Japan’s Labor and Family Policy since 2000s”

ルオルオン・ン・トゥ・ヒエヒエン Lương, Thu Hiền（ベトナム ホーチミン国家政治⾏政学院（HCMA）, WiPPA）

「ベトナムにおけるジェンダー政策：その実績と課題」
“Gender Policies in Contemporary Vietnam: Achievements and Challenges”


